
　2 年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点であるが、キャリア

形成の視点からは単なる実践だけではなく、「現

場で通用する人材」を養成するには、省察的な

学習能力を育てることが重要なのではないかと

考える。

　筆者は、これまで日本国憲法、保育原理、教

育行政学、教育学等の理論系の講義科目を多く

担当した。短大生にとって、このような講義科

目は実践系と違い座学でただ話を聞くという授

業形態と思いこんでいる。

　それでは、この保育・実践演習は能動的な学

習になりうるかという問いが生まれる。ただ単

にグループ学習を取り入れ能動的な授業を行い

めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。
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A Discussion on Enhancement in Class of Childcare and Teaching Practical Training 

and Teaching Practical Seminar with Aim to Improve Quality of Childcare (Part I)

Summary 

In this paper, students’ major challenge in two-year college education was understood 

as output abilities, or expression abilities. Output abilities cannot be learned in a single 

divided subject. As well as cooperation among subjects, team communication among 

faculty members is a very important key that will lead to the development of students 

into nursing care workers equipped with expression abilities. This paper aims to, as a 

way to solve this challenge, present as a childcare worker development methodology 

in future two-year college education achievements and challenges generated through 

the practice of active learning classes conducted in the core subject of “Childcare and 

Teaching Practical Seminar” under cooperation with other subjects such as “Childcare 

Principles” and “The Constitution of Japan” that the author is in charge of.  
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ましたというレベルでは、講義科目を生かした

アクティブな授業にはほど遠い。なぜなら、グ

ループワークの本質が理解されていないからで

あり、教員から学生に「グループで話し合いな

さい」と指示しても、まず話し合いの仕方が分

からないのである。司会の仕方も同様である。

「教えられていないことは分からない」し、「体

験していないことはできない」のである。例え

ば、あるテーマを与えて「話し合ってください」

と指示した場合、司会者はＡさんから意見を

いってくださいと投げかける。そして、最後の

メンバーの意見が終われば、「話し合いは終わ

りました」となる学生の「話し合い」の現実を

どうとらえるか。ここに大きな課題があること

を教員が気づかねばならない。この光景は「話

し」という一方通行の姿であり、「話し合い」

という双方向の姿ではないことの理解が必要で

ある。要は、この現状を課題として捉え、グルー

プワークの実践を通して、本質に迫っていくか

どうかにかかっているのである。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）

が求められる。さらに、司会能力についても要

求されるのである。

　保育現場は、ハプニングの連続である。学生

は小・中・高校で「総合的な学習の時間」の学

習を経験してきた。総合的な学習の時間の目標

には、「横断的・総合的な学習や探究的な学習

を通して、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら

考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決す

る資質や能力を育成するとともに、学び方やも

のの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動

に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育

て、自己の生き方を考えることができるように

する。」（１）と示されている。

　大学の授業も総合的な学習の時間を生まれた

背景から考えれば、主体的な学びに連動するは

ずであるが、なぜか生かされていない。学生は、

小学校、中学校等での総合的な学習が、何のた

めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。
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２　問題意識



めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。
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めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。
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めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。

※引用・参考文献

※参考文献・論文資料等

（１）文部科学省「３　総合的な学習の時間の

　　一層の充実」

（２）浅野浅井広・高橋洋行・児島雅典「保育

　　の質の向上を目指した教育実習，教職実践

　　演習の在り方―自己省察する保育者を養成

　　ー」松山東雲女子大学研究紀要，２０１７，

　　ｐ４７

（３）小川博久「保育者養成論」萌文書林，　

　　　２０１３，ｐｐ１３～１４

（４）浮田英彦他「弱みを強みに変える　本気

　　が目覚める課題解決型学習」梓書院，

　　２０１３，ｐ１９

（５）三浦真琴「グループワーク　その達人へ

　　の道」医学書院，２０１８，

（６）三浦真琴：前掲書

（７）多田孝志「対話力を育てる」教育出版、　

　　２００７，ｐｐ１～２

（８）多田孝志：前掲書

（９）中島　輝「自己肯定感の教科書」ＳＢクリ

　　エイティブ，２０１９，ｐｐ７７～７８

（10）堀　公俊「これからはじめるワークショッ

　　プ」日経文庫，２０１９，ｐｐ２１～　２２

（11）大木浩士「博報堂流　対話型授業のつく

　　り方」東洋館出版社，２０２０，ｐ１４

（12）浮田英彦・日野資成・伊藤文一・上野史郎・

　　原口芳博「弱みを強みに変える　本気が目

　　覚める　アクティブラーニング」梓書院，　

　　２０１５，ｐ６２

（13）小田隆治編・清多英羽「大学におけるア

　　クティブ・ラーニングの現在」「保育者養成

　　課程における講義系科目の実践」ナカニシ

　　ヤ出版，２０１６，ｐ５２～５３

（14）学生理解の理解を重視する大学授業」玉

　　川大学出版部　　

（15）河村茂雄「アクティブラーニングを成功

　　させる学級づくり」誠信書房，２０１８，　

　　　ｐ３

（16）大塚裕子・森本郁代「話し合いトレーニ

　　ング」ナカニシヤ出版，２０１１，

（17）中央教育審議会（平成２４年８月２８日）

　　「新たな未来を築くための大学教育の質的転

　　換に向けて～生涯学び続け，主体的に考え

　　る力を育成する大学へ～」文部科学省

（18）中井俊樹（2019 年）『アクティブラーニング』

　　玉川大学出版

（19）大学教員のための授業方法とデザイン

　　（玉川大学出版）

4　授業の実際

37久留米信愛短期大学研究紀要 , 第 44 号



めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。
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めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。
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めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。
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（19）大学教員のための授業方法とデザイン

　　（玉川大学出版）
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めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。
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（６）三浦真琴：前掲書

（７）多田孝志「対話力を育てる」教育出版、　

　　２００７，ｐｐ１～２

（８）多田孝志：前掲書

（９）中島　輝「自己肯定感の教科書」ＳＢクリ

　　エイティブ，２０１９，ｐｐ７７～７８

（10）堀　公俊「これからはじめるワークショッ

　　プ」日経文庫，２０１９，ｐｐ２１～　２２

（11）大木浩士「博報堂流　対話型授業のつく

　　り方」東洋館出版社，２０２０，ｐ１４

（12）浮田英彦・日野資成・伊藤文一・上野史郎・

　　原口芳博「弱みを強みに変える　本気が目

　　覚める　アクティブラーニング」梓書院，　

　　２０１５，ｐ６２

（13）小田隆治編・清多英羽「大学におけるア

　　クティブ・ラーニングの現在」「保育者養成

　　課程における講義系科目の実践」ナカニシ

　　ヤ出版，２０１６，ｐ５２～５３

（14）学生理解の理解を重視する大学授業」玉

　　川大学出版部　　

（15）河村茂雄「アクティブラーニングを成功

　　させる学級づくり」誠信書房，２０１８，　

　　　ｐ３

（16）大塚裕子・森本郁代「話し合いトレーニ

　　ング」ナカニシヤ出版，２０１１，

（17）中央教育審議会（平成２４年８月２８日）

　　「新たな未来を築くための大学教育の質的転

　　換に向けて～生涯学び続け，主体的に考え

　　る力を育成する大学へ～」文部科学省

（18）中井俊樹（2019 年）『アクティブラーニング』

　　玉川大学出版

（19）大学教員のための授業方法とデザイン

　　（玉川大学出版）
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めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。
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めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。
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めに学ぶのか、なぜ主体的に学ぶことが必要な

のか等についての理解が十分に体得されてこな

かったのではないかと思われる。つまり、筆者

が考えるには、総合的な学習の時間と言いなが

らも、教科と変わらない時間であったのかもし

れない。総合的な学習は「アウトプット」を鍛

える学びの機会であったはずである。

　この点、保育・教育実習は最高のアウトプッ

トの場であることの意味を実習指導で具体的に

徹底して理解させることが前提となる。この保

育・教育実習と保育・教職実践演習さらに、筆

者の保育原理、日本国憲法との科目間連携を関

連させた考察を試みる。

　あらかじめ、保育・教職実践演習の専門的な

手続きを経た研究ではないこと、数量的な分析

を用いた研究ではないことを断っておく。

　

（１）建学の精神

　本学の建学の精神と教育の理念は、「自己を

他者に生かすこと」のできる人材育成である。

キリスト教的世界観にたち、一人ひとりを大事

にし、育てる教育を施し、学生の成長を喜びと

することにある。まさに、学生に「寄り添って」

教育する使命である。

　学生は、一人ひとりが人生の「伸びしろ」を

もって入学してくる。教職員として何ができる

かを常に自問自答しなければならない。教職員

から見れば、学生のキャリア形成は不十分に見

えて当然である。これは教職員自らがこの年代

を振り返ってみたらどうだろう。現代の学生に

は、「短大生だから」「大学生にもなって」「自

己責任が求められる」などの表現は通用しない

だけでなく、個々に応じた対応が求められる。

なぜなら、現代の学生は、「基本的生活習慣」

や「基本的学習習慣」にはかなりの個人差があ

ることを覚悟して臨まねばならないからであ

る。だからこそ、教職員間の情報の共有による

「複眼思考」は避けては通れないだろう。ここ

に「初年次教育」を見据えた「教職協働」の意

義がある。

　たしかに、学生の「自己責任」は社会人とし

ての大切な要素と言わざるを得ないが、現状の

学生理解の有無を認識したうえで、教職員全員

が社会人基礎力を通して、理解させていかねば

ならないだろう。学生理解は「情報の共有」な

くしては非常に難しい。まさに「寄り添う」教

育は「学生理解」が前提なのである。

（２）保育者の課題

　実習先訪問で毎回思うことであるが、園長や

主任並びに実習担当保育士等と歓談するとき

に、表面的なやりとりで終始することに疑問と

不安をもってきた。

　ややもすると、園側からは、「笑顔でがんばっ

ておられます」「元気よく子どもと遊んでおら

れます」とは悦ばしいことである。このような

代表的なコメントは、必要条件ではあっても、

学生が現場に出て通用する人材になるための十

分条件ではない。筆者は、教員として、この行

間をよみとれば、現場には「短大生だから」「も

し、うちに来てくれるなら」等を勘案したコメ

ントレベルであるならば困るのである。

　もちろん、「笑顔」は大切であるが、翻って

考えれば、「笑顔」で過ごすことは、学生にとっ

て非常に難しいスキルであることも忘れてはな

らない。

（３）保育現場からの要望など

　毎年のアンケートに寄せられる園側からのコ

メントには、コミュニケーション能力、社会人

としての常識、挨拶・礼儀、マナー、協調性、

言葉遣い、子ども観・児童観、権利・義務、４

大と短大の比較などが、課題として毎年のよう

にあがってくる。もちろん一つひとつ取り上げ

て議論し、対策を講じなければならないが、必

要なのは、日々の授業に取り入れた指導はもち

ろんのこと、学科として課題を共有し、学生へ

の指導に当たらねば短期大学の２年間で即戦力

となる人材を養成しなければならないことを考

えるとあまりに時間は短い。

　浅野らは、「保育の知識や技術・技能に関し

ては養成校も学生も意識が向いており、保育者

としての土台が養成校において指導されている

と推察される。しかし、重要なことはそれらの

知識や技術・技能を保育において生かすのみな

らず、実践を次の保育に繋げていく反省的な自

己省察が可能であるという問題ではないか。つ

まり、保育者の持つ知識や技術・技能をどのよ

うな理由で、どういった子どもに、どのように

して用いるかを思考する力が備わっているかと

いう課題である。こうした省察する力がなけれ

ば、保育実践がパターン化し、保育者の描く保

育観、子ども観に子どもの姿を合わせていく保

育を展開してしまう恐れもある。したがって、

養成時代から、『反省的』に自己省察を行い、

自らの保育を改善していく姿勢を身に付けさせ

るべきではないだろうか。子どもが主体となる

保育の質の向上を図る上では、保育者の『反省

的』という姿勢が不可欠であると考える。そし

て、それを養成時代から培うことが重要であろ

う。」（２）と述べている（下線は筆者による）。

　保育実習、教育実習、施設実習の振り返りを

十分に行い、本学学生の実態と現場からの要望

を踏まえて乖離をどう埋めていくかの対策が急

務である。しかしそれだけでは不十分である。

学生の現状、さらに個々の課題に応えるために

も、現場に足を運び、現場教師との日常的な交

流（勉強会）はもとより、現場の先生方からの

情報の収集にも知恵を絞りたい。合わせて、大

学において、現場の先生方向けの学生の授業公

開も実現させたいと考えている。

　

　学生理解の上に立ち、保育・教職実践演習の

趣旨を踏まえて、保育実習、教育実習、施設実習、

さらに科目間連携の中で学生指導に当たらねば

ならない。

　小川博久は、「養成機関における学科目の編

成をどう総合的に把握するかということであ

る。そして中でも学科目を相互に無関係な煙突

型とするのではなく、その相互関係性をどう確

立するかであり、その総合性があって初めて、

教育実習との関係が確立するのである。少なく

とも現在そのことは実現していない。そればか

りか学科目への学びがかならずしも、学びへの

知的好奇心を育てることに成功していないばか

りか、そこでの学びが教育実習、保育実習との

十分な連携を達成しておらず、さらに教育実習

や保育実習の体験が、もっぱら体験重視で、中

には反知性的信念を植えつけられるため、保育

者を目指す若者たちに、保育を知的に理解しよ

うとする動機を育てず、逆に、大学で学ぶこと

などは役に立たないという信念を与えかねな

い。しかし、保育の専門性は、自らの実践に対

し知的な計画性と意図性に基づき、かかわるこ

とであり、実践の結果を反省的に省察し、次の

実践に生かすという点にあるのである。こうし

た視点なしには、保育の専門性は確立しない。

こうした状況を克服しなければ、保育者養成の

専門性を問題とすることはできない。」（３）と述

べている（下線は筆者による）。

筆者は、養成校と現場との乖離が存在している

と考えている。大学の講義が、実際の保育現場

にどうつながっているのか、保育者の動き、子

どもたちの動きなどを常に関連させながら講義

を組み立てる必要があると考えている。この両

者の関係形成が、学生の豊かな発想とともに、

素朴な疑問等も生まれ、保育・教育実習での実

践につながり、さらに保育・教職実践演習に連

動するのではないかと考える。

　

　本学の建学の精神は「自分を他者に生かす」

の精神に立ち、保育者、幼稚園今日等を養成し

ている。学生に「寄り添う」視点を大切に、保

育者をめざすというキャリア形成の観点から、

学習の構えを重視する。出席を取る際は、ひと

りひとりに目を合わせて健康チェックを兼ね

る。

　浮田らは、「社会人基礎力の１２の要素の中

に規律性があります。この初期の段階のみ、始

まりと終わりの区別をきちんと付けて行ってい

ます。要するに、「起立、礼」をしているとい

うことです。賛否両論あると思いますが、この

目的は、最低限の規律性を身に付けさせていな

いと、連携事業の中で与えられた課題を学生が

主体的に推進するには、様々な知識や立場を

持った外部の支援者が必要です。学生はこれら

の支援者と接触を余儀なくされます。そこで必

要となってくる力がこの規律性です。社会人基

礎力の中の１２の要素の一つである規律性の説

明には、「社会のルールや人との約束を守る力・

社会に応じて、社会のルールにのっとって、自

らの発言や行動を適切に律する」とあります。

残念ながら、企業の現役の人でも、満足にでき

ている人が少なくなっているように思います。

おそらく、組織の中であたりまえに伝えられて

きたことが、うまく伝えられなくなっているの

でしょう。また、アドバイザー ( 教員 ) の遅刻

やルール違反はタブーです。手本は優秀な上級

生だけではありません。アドバイザーも含まれ

ています。このようなことは、社会では当たり

前ですが、大学では当たり前ではないところが

あるので、一言付けくわえておきます。」（４）と

述べている（下線は筆者による）。

（１）到達目標

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保

　育者となるために自己の不足している点を明

　らかにする。

２．保育者の役割を認識し、それを果たすため

　の自己研鑽力を身につける。

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子ど

　もへの対応力が高まる。

（２）授業の目標

 保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環

境などについて、事例研究やグループディス

カッションを通してその理解を深める。また、

今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足

している点を明らかにすると共に、模擬保育を

通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。

（３）授業の内容

（１）保育・教職実践演習の趣旨

　平成１７（２００５）年１２月の中央教育審

議会の中間報告で示された教職実践演習の趣旨

や基本的枠組みを踏まえ、平成２２（２０１０）

年の入学生より実施されている。教職実践演習

は、教職課程の他の授業科目の履修や教職課程

外での様々な行動を通じて、学生が身に付けた

資質能力が、教員として最小限必要な資質能力

として有機的に統合され、形成されたかについ

て、課程認定大学が自らの養成する教員像や到

達目標等に照らして最終的に確認するものであ

り、いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大

成」として位置付けられるものである。学生は

この科目の履修を通じて、将来、教員になる上

で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し、

必要に応じて不足している知識や技能等を補

い、その定着を図ることにより、教職生活をよ

り円滑にスタートできることが期待される。

（２）アクティブラーニングによる授業実践

　アクティブラーニングの中核をなすのは、グ

ループワークである。そこで、「よくグループ

ワークをやっています」と聞くが、実際にはグ

ループワークの形態にはなっているが、内容に

は多くの課題があるのではないか、と思わざる

をえない。

　それは、グループワークの本質が理解されて

いないからであり、教員が学生にグループで話

し合いなさいと指示しても、まず話し合いの仕

方が分からないのである。司会の仕方も同様で

ある。例えば、あるテーマを与えて「話し合っ

てください」と指示した場合、司会者は、「Ａ

さんから意見をいってください」と投げかける。

そして、最後のメンバーの意見が終われば、「話

し合いは終わりました」となる現実をどうとら

えるか。ここに大きな課題であることを教員が

気づかねばならない。つまり、この光景は「話し」

という一方通行の姿であり、「話し合い」とい

う双方向の姿ではないことの理解が必要であ

る。

　三浦は「学生は高等学校を卒業するまでは、

知識の多寡を競い、自身の知識や考えならびに

経験を他者と共有することのない競争的学習を

経験をしてきましたが、社会人基礎力や学士力

としてチームワークや協調性が求められている

ことに鑑みれば、協同的な学習を体験すること

には十分な意味と価値があると考えられます。」

（５）と述べている（下線は筆者による）。

　さらに、三浦は、「学生の大半は高等学校を

卒業するまでにグループワークをほとんど体験

していません。小学校の段階では何度か体験し

たかもしれませんが、教育段階が上がるにつれ

て、そのような機会は少なくなっていく傾向に

あります。そのような学生を対象にグループ

ワークを導入し、展開していくためには、教師

がグルプワークの意義や可能性を知っておく必

要があります。」（６）と指摘している（下線は筆

者による）。

（４） グループワークの実際

【課題】次の文は安全に関わる具体的事例です。

それぞれの設問について、自分の考えを書いて

みましょう。

　日々の送り迎えは保護者と一緒であるが、今

日は園外保育に出かける日である。歩いて１５

分程度の講演まで、二人ずつ手をつないで歩く。

子どもたちは、「横断歩道では信号が青になっ

てもすぐに歩き出さない」ことや、「渡り出す

時は右や左を見て、もう一回右を見てから手を

挙げて渡ること」等は知っている。列をつくっ

て横断歩道を渡っている時に子犬がそばに来た

ので、Ａちゃんは列から離れて子犬の方へ駆け

出して行った。

１　Ａちゃんはどうして列を離れたのでしょう

　か。列を離れた時のＡちゃんの心理として、

　どのようなことが考えられますか。また、列

　を離れた原因は何処にあると思いますか。

２　子どもが予想していないような行動をとっ

　た時に、保育者は子どもにどのように関われ

　ばいいと思いますか。このような時、あなた

　はどのような言葉をかけますか。

３　子どもの安全について、保育者は日頃から、

　どのような指導をしておかなければならない

　と思いますか。

　まず事例問題に取り組むうえで、重要なこと

は、自分の考えをもつことである。最初は感想

でもいいし、何らからの形でアウトプツトして

いく習慣化を図る必要がある。その上で、グルー

プワークの前提となる、話し方、聞き方、伝え

方などのベースとなる対話並びにコミュニケー

ションについて理解しておかねばならない。

①対話とは何か

　社会では問題事例が発生するる、すぐに、そ

れはコミュニケーションが不十分だからと片付

けられる。それはコミュニケーションに対する

積極的な態度が欠けているからとも指摘される

ことがある。このような指摘は、コミュニケー

ションを改善すれば、すべてがうまくいくかの

ように思われているのではないか。事はそう簡

単なことではない。そのことを端的にしめして

いるのが、下記のデータである。学生は、就職

するまでに、話し方、聞き方の系統的な学びを

受けて来なかったことを示していると考えている。

 

図１　ＨＰ総研「2017 年新卒採用徹底解剖」より

　多田は、「子どもたちの実態からスタートし

なければ、対話指導の効果は高まらない、いく

ら先進的な手法を用いても、子どもたちの状況

や心情を考慮しなければ、事実として対話力を

高めることはできない。」（６）と述べている。

　さらに、多田は、「対話と会話は異なる。対

話とは言語や非言語により、相手とコミュニ

ケーションを行い、共有できる価値観や概念を

生み出していく行為である。語り合いによって

何かを生み出すことを目的とした対話では、伝

えるものを明確に伝え、相手の伝えたいものを

的確に把握することが必要である。学生たちを

みていると、休憩時間などでの会話はできても、

お互いに主張をぶつけ合う対話ができない。そ

れどころか、会話さえ拒否する傾向の学生も多

い。彼らと個人面談などを通してじっくり語り

合うと、その深層には自信のなさという心的要

因が漂っていることに気づかされる。」（７）と述

べている。　

　筆者作成の下図で示すように、まずは、自己

肯定感を醸成する視点に立った「自信回復」の

プロセスが必要だと考えている。

 

図２　自己肯定感を醸成する仕組み（筆者作成）

　中島は、「自尊感情は、自ら生きる価値を認

識し、自分の活かされた命を大切にする感情で

す。内閣府の行った調査（日本を含めた７カ国

の満１３～２９歳の若者を対象の意識調査『我

が国と諸外国の若者の意識に関する調査。平成

２５年度』）によると、日本人は諸外国の人に

比べて、自尊感情が低いことが明らかになって

います。『自分自身に満足している』と答えた

１３歳から２９歳の若者は７．５％。なんと１

０人に１人しか、『自分自身に満足している』

と答えなかったのです。また、『どちらかと言

えば満足している』と回答した人は３８．３％。

『満足している』『どちらかと言えば満足してい

る』の回答率は、合わせて４５．８％という結

果でした。」（９）と述べている。このデータは、

調査国の仲で、最下位という。

　堀は、「人はひとりでは変われない。何を変

えればよいかが分かっても、一歩踏み出す勇気

が出なければ絵に描いた餅になります。変えな

いほうが楽であり、新たな信念に基づいて行動

するのは大きなエネルギーを要します。今まで

慣れ親しんだ常識を手放すのは不安であり、失

敗する恐れもあります。『今までの自分は何だっ

たんだ？』となり、少なからず自尊心を傷つけ

られます。そこで大切になるのが他者の存在で

す。『よく決断したね』『応援しているよ』とい

う声があってこそ、安心して過去の自分を手放

すことができます。考え方を変えるには、共に

行動する仲間の存在が不可欠なのです。」（10）と

述べている。

　大木は、「『対話や話し合いは、手段である』

私がいつも、心に留めていることです。『対話』

という手段を用い、実現したいことは何か」授

業を行う前に、そして行った後に、常にこのこ

とを考えています。対話型授業の心構えの１つ

目、それは、授業の目的や目指したい姿を、心

に思い描くということです。」（11）と述べている。

　筆者は、グループワークを通して、下記の能

力を同時に鍛えていく。

①　コミュニケーション・トレーニング

②　メモ・トレーニング

③　ひとまとまりの話

④　ひとまとまりの文章

⑤　時間感覚：１５秒、３０秒、１分、３分、５分、

　　１０分

 

　図３　　「グループワークの相互参観」

　浮田は、グループワークやプレゼンテーショ

ンは、観て比較する上で役立つのが「上級生や

他校のプレゼンテーションデータです。観て比

較できる素材が次のステップに大いに役立ちま

す。『なるほど、手の動きはいいね、主人公が

発表者になっていてだめだね、スライドとの整

合性がないね、スライドが読めないし聴衆者の

ことを考えていないね、原稿は持たない方がい

いね・・・・・』などいろいろな意見がでます。

幸い私の所にはさまざまなタイプのプレゼン

テーション動画が保存され視聴覚教材となって

います。そこでレベルが高いものと比較させる

ことである違いが発見できます。」（11）と述べて

いる。

（５）教員は学生に現場情報をいかに伝えるか

　保育・教職実践演習の授業は、大学で行う教

科の授業を現場に近づけながら、一つの事例を

通して、議論させていく手法をとる。そのため

には、教員は実習先訪問はもちろんであるが、

可能な限り現場に足を運ぶ必要がある。現場保

育者との勉強会や園長などとコミュニケーショ

ンをとっておくことで学生への補説などもス

ムーズにいく。筆者はこれを教材研究と位置付

けている。

 

　　

図４　社会人基礎力：経済産業省ＨＰ

〇実習先訪問

　養成校は「育てたよ」と現場に送り出すが、

その力は、現場にとって必要な力なのかの議論

がない。現場が求めている力は何かを考えてい

るか。

　実習生が一番難しいのは「笑顔」を出すこと

である。筆者の授業の基本は、教員研修会でも

申し上げたが、「笑顔・返事・反応する」の３

点セットである。しかし、この「笑顔」の表出

ほど難しいことはない。授業中に「笑える子」

は反応する意味も分かっていて、理解している

から「笑える」のである。１年生の授業も終わっ

たというのに、どれだけの学生が笑顔を表出で

きただろうか。筆者の大いなる反省でもある。

このことは、学生にも話していることであるが、

筆者は教育実習で３度ストップがかかった実習

生でもあり、笑顔なんてほど遠かった。学生は

個人差がある。成長が緩やかな学生には、まず

「保育者・教育者マインド」を醸成することが

重要で、園側も、養成校も知っておく必要があ

ろう。

　改めて、４月から担当する「言語表現」の教

材研究につなげる。実習先訪問が「教材研究」

につながる事例でもある。

　本人との面談は、「観察力」がキーワードで

あった。・本人との面談は中身の濃いものとなっ

た。本人の学びの姿勢が伝わってきた。まず、

観察力について整理しておく。観察力と洞察力

の違いから考える。

　違いは、表面だけを見る力（観察力）の違いか、

内面を見抜く力（洞察力）かにある。どちらも、

コミュニケーションには、必要な力である。

　「観察力」を鍛えるには、継続的にみる＝観

察することで発揮できる力と考えたい。以下の、

Ｍさんの考察はお見事であった。

　それは、子どもの姿の一瞬を切り取ってみて

も、その一瞬しか見えないが、継続的に観察す

れば変化を見つけられる。変化ならば見つけや

すい。観察してみつけた変化は、コミュニケー

ションで使える情報のひとつになる。以下、

チャット・メールから紹介する。

Ａくんはとても素直で何にでも興味を持ち、前

向きに取り組むことが出来ると知りました。ひ

とつの事でその子を決めてしまうのではなく、

沢山の関わりの中で、保育者自身が子どもをプ

ラスにとらえ援助することがとても大切だと思

いました。

　１年生の学生Ｍは「私は今回の保育実習で現

場でしか学べないことを沢山学べたと思いま

す。教科書には断片的な事例しか載っていませ

ん。しかし、実際に保育の現場ではその子の違

う一面を沢山見ることが出来ました。多動で暴

力を振るってしまうＡくんは、給食の時間にな

ると全くの別人のようになります。きちんと座

り、食前の言葉を言い、黙々と食べています。

そして、先生に言われなくても食後の言葉をき

ちんと言い、片付けまで出来ています。また、

他の子に注意することもできます。給食の時間

はしっかり集中することが出来ていました。

　それ以外の時間でも２ .３回説明すれば理解

して行動することに気づきました。いつもひと

り遊びや集団遊びが上手くできないＡくんはよ

く人を蹴ったりしてしまいます。そんなある日、

玩具が沢山あるホールで遊ぶことになりまし

た。ホールは広かったので他の子どもが邪魔す

ること無く１人で遊べます。その環境が良かっ

たのか、Ａくんはずっと遊び続けました。先生

に言われるまで遊びを辞めない日はその日だけ

でした。その日は友だちに玩具を貸すことも出

来ました。Ａくんは何も出来ない暴力的な子と

見られてしまうのですが、関わり方や環境しだ

いでＡくんの持っている良いところを引き出せ

ると思いました。

〇毎時間の授業振り返りコメントの紹介

●自分の意見を出しやすい雰囲気のチームの中

　で次々とみんなの意見が出てくる。それに対

　して共感できる時もあれば、新しい発見をさ

　せてくれる時もある。次からは気になったこ

　と、もう少し理解を深めたいと思ったときに

　は質問したいと思う。

●他のメンバーの意見を聞いて納得する意見も

　多かったが、言葉を全て書き留めることが難

　しく、あとからの振り返りが不十分になって

　しまった。短時間でメンバーの意見をまとめ

　ることも難しいと感じている。

●相づちがある方がとても話しやすい。司会者

　は発表者が話をしやすいような雰囲気を作る

　ことが大切だと思った。また、他のチームの

　グループディスカッションを見て、話し合い

　をする力が身についていると感じた。前まで

　は、話し合いをする時に発表者の方を見てい

　なかったり、相づちを入れずに聞いたりして

　いる人がいたが、今では、人の話をしっかり

　聞いて、自分の意見を発表するようになって

　いた。これからの授業でもっと高め合ってい

　きたい。

●自分の考えたことをまとまりのある話がで

　き、他の人の話もメモを取りながら聞くこと

　ができた。グループごとで進め方や考えたこ

　とも違って、他のグループの話を聞くことで

　より考えが深まった。

●私はグループの人の発言に対し質問すること

　ができなかった。だから次回は発言を聞きな

　がら気になったことなどはメモ書きをし、質

　問ができるようにしたい。そして話し合いを

　深めていきたい。今日は他のグループディス

　カッションを見た。人それぞれでいろんな事

　例を聞くことができ、おもしろいと思った。

　また皆がどのような意見を持っているのか、

　考察しているのかを知ることができた。自分

　の知識や考えを深めることができたのでよ

　かった。

●グループワークは自分の長所にも気付くこと

　が好きだ。「〇〇さんの〇〇なところが良い！」

　と言い合う場面がとても好きで、今後もこの

　よう場面が続いていったらいいなと思う。

●チームに貢献することができた。今日のグ

　ループワークを通じて、自分が保育者となっ

　たときに担任を持ち、学級経営していくとき

　に気をつけるべきことについて理解すること

　ができたのでとてもよかった。

●いろんな意見やこういったことがありました

　と、発表していて子どもの発想や考えはとて

　も豊かだなということを改めて知った。進行

　していく人たちもとても上手く進めていて、

　すごいなと思った。他のグループの話し合い

　の様子を見るのはとても勉強になると思っ

　た。話し合いはチームワークが大事だなと改

　めて感じた。

●他のグループのグループワークを見ること

　で、自分の中では思い浮かばなかった考えや、

　意見のまとめ方など様々なことに気づき学ぶ

　ことができた。また、良い点などを見つける

　ことができた。今後のグループワークや、自

　分の発表の中でいろんな人の良い所を真似し

　て活かしていきたいと思った。授業が終わる

　ころには、数段にレベルアップできるように

　頑張りたいと思う。

●今日も司会をさせていただいたが、次にどん

　なことを話そうなどと考えてしまうと、人の

　話を集中して聞けなくなるので、きちんと聞

　いた上で質問したり自分の意見を発言できる

　ように、日常の会話から習慣づけしたい。こ

　れは保育者になってからも、クラス会や職員

　会議等に限らず、普段からの何気ない育児に

　関する相談や会話にも大切なことになると思

　うので、まずは焦らず「相手の話を聞くこと」

　を課題として司会者の役割を一つずつこなし

　ていきたいと思った。また、予想もしない行

　動、自由な発想で遊ぶ姿は、今回の教育実習

　では見ることができなかったことを振り返

　り、そう思った。ブロックを目の前にボーッ

　とする子どももいた。その背景として、その

　園は絵の描き方も、遊び方も何もかも指定さ

　れていた。自由な発想は想像力へとつながる

　と思うので、子どもの発想を褒め伸ばしてあ

　げたいと感じた。

●この授業でグループのリーダーになって、最

　初はどうしていいのかわからず戸惑っていた

　が、回数を重ねる毎に、流れもわかってきて、

　少しずつスムーズに進めることができたと感

　じている。当てられたときに、すぐに答えら

　れるようになったのも成長かなと思った。今

　回の学級経営の事例については、少し難し

　かったが、自分なりの答えを相手に伝えよう

　とがんばった。

●グループをまとめるリーダーは無色透明であ

　りたいと思う。メンター、ファシリテーター

　は存在感を消してすべての人の意見を引き出

　せる時に、その役割を果たせると思った。自

　分の意見を強くいうことが自己主張なのでは

　ない・・・・と思うが、自分の意見を持つことと、

　自己主張の違いがわからない。

●今日の学習を通して、司会者の振り方によっ

　て雰囲気とか何を伝えたいのかが変わってく

　るなと思った。私は急に振られて戸惑ってし

　まったことがあったけど、自分なりに伝えた

　い言葉（ワード）を頭の中に出して口で伝え

　られたので良かった。ただ書いたものを読む

　のではなく、それを更に展開していくことも

　大切だなと思った。

●私は聞かれたことは、たまらず答えるように

　しているが、まとまりがない話をしてしまう。

　しかし、他のメンバーは、分かりやすく伝え

　ることが前提で話にまとまりがあるので、聞

　いているこちらもよく理解することができ

　る。今日感じたことは、中身の話をする前に、

　〇〇さんと同じように、あるいは〇〇さんと

　は違ってなどと、付け加えると、さらに良く

　なるのだと思った。さらに、話題を展開する

　と話が広がり学びが増えると思った。

●授業を通して学級経営について少し理解する

　ことができた。私たちのグループ内では学級

　経営や学級経営案について理解することがあ

　まりできなかったが、他のグループの話を聞

　き、そういう考え方もあるんだなと考えさせ

　られることがたくさんあった。今後もグルー

　プ内でよく話し、意見を聞き、グループワー

　クを楽しみたいと思った。また、他のグルー

　プの話し合いも聞き、私たちとは違う意見を

　聞き入れたり、グループワークの仕方を学び

　たいと思った。

●当事者意識を持って、グループで高めること

　が大切だと分かった。自らの意見だけでは物

　足りない時や周りの人の色々な意見があるか

　ら質が向上していくのだと思った。社会人と

　してあたり前のことをできていなければ、仕

　事が始まってから自分が困ることになる。「社

　会人として」ではなく、人としてあたり前の

　ことはできていなければならないと考えた。

　新人としてやる気、向上心を持って仕事をす

　ることが私たちにできることだと思った。他

　にも、誰にでもできることは挨拶、笑顔、掃

　除である。社会人 1 年目の私にとって今すぐ

　にできることとはこの３つだと思う。自分に

　できることは精一杯取り組むことが仕事への

　やる気だとも見られ、成長していけると思う。

　話でも出たように社会人は、学生とちがい求

　められる側である。意識をもって過ごしてい

　きたいと思う。

●発表者の立ち居振る舞いや声の調子など見習

　いたい点が多くあった。発表の内容をふくら

　ませることが難しいと感じているが、自分が

　経験したことを基に話すことは話しやすいと

　思うので、多くの経験ができるように視野を

　広げたいと考えた。

●個々が持っている良い特質を良い方向のエネ

　ルギーに変えることができた時（周りでサ

　ポートしている人も）うれしく思った。グルー

　プが全体で成長するというのは、こういう感

　覚なのかなと思った。

●保育者として働くことばかりを考えていた

　が、自分たちは、保育者になると同時に社会

　人になることを自覚し、仕事をしている時だ

　けでなく、日常の買い物だったり、運転だっ

　たりにも責任を持って、行動することが当た

　り前だけど必要だと感じた。その行動は、子

　ども、保護者、地域の人から見られて信頼関

　係にもかかわってくると思う。普段から気を

　抜かず、保育者（社会人）として振る舞いを

　したい。

　

　保育・実践演習のキーワードは「学びの軌跡

の集大成」である。

　保育・教職実践演習をアクティブラーニング

で授業を展開してきた。グループワークやプレ

ゼンテーションの場で、科目間連携の意味を学

生が理解し、〇〇先生の「社会福祉論」で学ん

だなどとキーワードを盛り込んだ発表内容を編

集できるようになってきた。

また、学生一人ひとりが「ひとまとまりの話」

として、１５秒、３０秒、１分、３分、５分の

コメントが発信できるようになった。また、毎

回、振り返りの提出を求め、次回には全員のコ

メントをプリントにして返却することを繰り返

してきた。その成果として、ひとまとまりの文

章（２００字程度）を書くためのモチベーショ

ンも高まってきたように思われる。学生の「ひ

とまとまりのコメント」（２００字程度）である。

学生が、反省的に振り返りができるようになっ

たことが成果であり、さらに、次の保育の実践

につながる保育者をめざしてほしい。

　

　教職員の現場理解が必要である。教職員は、

実習先訪問や高校訪問等での情報収集だけでな

く、可能な限り現場（園や高校等）に足を運び、

情報交換して現場情報を収集し、学生にタイム

リーな情報発信が重要となる。一方、短大教育

における学生の大きな課題の一つは、アウト

プット能力、つまり表現能力にある。アウトプッ

ト能力は分断された一つの科目だけで体得でき

るものではない。科目間連携はもちろんのこと、

教職員間のチーム・コミュニケーションこそが

学生の表現能力を備えた保育者養成につながる

大きな鍵となる。教職協働は言い換えれば「チー

ム」であり、「組織」のことといえないか。

　学生は、近い将来、「先生」として、子ども

の前で、同僚の前で、保護者の前で、地域の方々

の前で、関係機関等との会議の中で、出張先で、

毎月の職員会議で発言（提案）、毎週の校内研

修等で「ひとまとまりの話」（保育観・教育観）、

さらに、司会能力についても要求される。今回

取り上げる「保育・教職実践演習」が「学びの

軌跡の集大成」の意味でもある。　　

　２年間で実践力を備えた即戦力となる人材を

養成することは重要な視点ではあるが、キャリ

ア形成の視点からは単なる実践だけではなく、

「現場で通用する人材」を養成するには、「省察

的な学習能力」を育てることが重要となる。こ

れが「保育者養成機関」に求められる専門職と

しての「質の向上」なのである。

　

　短期大学の授業は実に難しい。しかし、キャ

リア形成が十分でない学生の「伸びしろ」を学

生とのコミュニケーションによって引き出し、

手当てを一緒に考えていくという楽しさが短大

にはあると考えている。人生は長い。学生の

１８歳から２０歳前後の学生の夢への懸け橋に

なりたいと思う。この一年の授業改善における

課題をさらに分析し、その（２）、その（３）

と継続研究に取り組んでいきたい。
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